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同
窓
会
活
動
に

　
　
更
な
る
ご
協
力
を

同
窓
会
活
動
に

　
　
更
な
る
ご
協
力
を

　

日
ご
ろ
か
ら
教
育
学
部
同
窓
会
の
活
動

推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
七
年
は
新
潟
大
学
全
学
同
窓
会
設

立
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
度
の
新
潟
大
学
創
立
七
十
五
周

年
に
続
い
て
今
年
の
十
月
十
八
日
㈯
に
大

学
と
の
共
催
で
「
交
流
会
・
講
演
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
教
育
学
部
同

窓
会
が
運
営
を
担
当
し
、
楽
し
く
有
意
義

な
会
に
な
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
も
奮
っ
て
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
九
年
度
は
教
育
学
部
同
窓

会
創
立
七
十
五
周
年
と
な
り
ま
す
。
六
月

の
評
議
会
で
も
、
記
念
事
業
の
骨
子
に
つ

い
て
紹
介
し
、
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
令
和
九
年
度
に
向
け
て
三
年
計

画
の
初
年
度
、
特
設
委
員
会
を
組
織
し
、

会
員
の
皆
様
か
ら
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
有
意
義
な
会
に
し
よ
う
と
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
評
議
会
に
支
部
長
、

学
科
代
表
者
か
ら
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
本
年
度
の
取
組
、
周
年
行
事
の
取
組

を
周
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
初

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ズ
ー
ム
で
評
議
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
全
員
参
加
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
年
の
二
倍
以
上

の
参
加
で
評
議
会
、
そ
し
て
、
そ
の
後
の

支
部
長
、
学
科
代
表
者
会
を
充
実
し
た
内

容
で
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九

月
二
十
日
㈯
の
「
同
窓
生
の
集
い
」
で

は
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
の
有
川
宏
幸
教

授
か
ら
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
ご
講
演

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
是
非
と
も
大

勢
の
皆
様
か
ら
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
教
育
学
部
設
立
以
前
の
歴

史
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
官
立
新
潟
師
範

学
校
」
の
設
立
が
明
治
七
年(

一
八
七
四

年)

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
今
年
が
師
範
学
校
設
立
百
五
十
年
目

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、「
新
潟
第
二
師
範
学
校
」
が

明
治
三
十
二
年(

一
八
九
九
年)

、「
新
潟

県
女
子
師
範
学
校
」
が
明
治
三
十
三
年

(

一
九
〇
〇
年)

、「
新
潟
第
一
、
第
二
師

範
学
校
」
が
昭
和
十
八
年(

一
九
四
三
年)

に
設
立
さ
れ
、
戦
後
「
新
生
新
潟
大
学
教

育
学
部
」
が
昭
和
二
十
四
年(

一
九
四
九

年)

に
設
立
さ
れ
た
訳
で
す
。
ご
指
導
い

た
だ
い
た
諸
先
生
方
、
私
た
ち
の
先
輩
で

あ
る
同
窓
生
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦

労
と
ご
努
力
の
お
陰
で
今
が
あ
る
と
心
よ

り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
継
続
は
力
な
り
」
と
申
し
ま
す
。
令

和
九
年
度
の
「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立

七
十
五
周
年
」
を
契
機
と
し
て
、
会
員
相

互
の
親
睦
と
資
質
向
上
、絆
強
化
を
図
り
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
魅
力
あ
る
同
窓

会
活
動
を
粛
粛
と
進
め
て
参
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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「
記
録
よ
り
記
憶
に
残
る
」

と
い
わ
れ
た
長
嶋
茂
雄
氏
が

八
十
九
年
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ

た
。
大
舞
台
で
の
勝
負
強
い

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
華
麗
な
守
備

は
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
。
長

嶋
氏
は
名
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
だ
け
で
な

く
、指
導
者
と
し
て
も
一
流
で
あ
っ
た
。

特
に
松
井
秀
喜
を
試
合
後
に
自
宅
に
呼

び
、
地
下
室
で
素
振
り
を
毎
日
続
け
、

四
番
バ
ッ
タ
ー
そ
し
て
、
一
流
選
手
に

育
て
あ
げ
た
話
は
有
名
で
あ
る
。

　

数
あ
る
選
手
の
な
か
で
、
な
ぜ
、
長

嶋
氏
が
人
々
を
魅
了
し
続
け
る
の
か
。

そ
れ
は
プ
ロ
野
球
に
対
す
る
「
愛
」
と

「
情
熱
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

教
職
三
十
四
年
目
を
迎
え
た
わ
た
し

は
自
分
に
問
う
。「
教
育
へ
の
愛
と
情

熱
を
も
ち
続
け
て
い
る
か
」
と
。
も
う

一
人
の
わ
た
し
が
答
え
る
。「
も
ち
ろ

ん
で
す
」。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
る
か
ぎ

り
、
こ
の
気
持
ち
は
変
わ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
子
ど
も
が
成
長
す
る
よ
う

に
自
分
も
学
び
続
け
る
意
欲
、
よ
り
よ

く
な
り
た
い
と
い
う
向
上
心
を
、
力
あ

る
限
り
も
ち
続
け
て
い
き
た
い
。「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
学
校
」
を
合
言
葉
に
今
日

も
ま
た
玄
関
で
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　

（
広
報
部　

小
林　
　

肇
）

教育学部同窓会 会長

臼杵 勇人
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六
月
十
四
日（
土
）、新
潟
教
育
会
館
を
会
場
に
、

教
職
大
学
院
か
ら
大
庭
昌
昭
教
育
実
践
学
研
究
科

長
様
、
吉
田
隆
特
任
教
授
様
を
ご
来
賓
に
お
招
き

し
、
同
窓
会
の
評
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
の
評
議
会
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
し
や

す
い
よ
う
に
、
現
地
開
催
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
開
催
を
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
試

み
も
あ
っ
て
か
、
現
地
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

を
合
わ
せ
て
例
年
以
上
の
支
部
長
や
学
科
代
表
の

参
加
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
臼
杵
勇
人
会
長
か
ら
会
員
へ
向
け
て
、

同
窓
会
活
動
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
の
新
潟

大
学
創
立
七
十
五
周
年
に
続
き
、
全
学
同
窓
会
設

立
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
全
学
同
窓
会
の
周
年
行
事
へ
の
運
営
を
行
う

こ
と
、
さ
ら
に
、

令
和
九
年
度
の

教
育
学
部
同
窓

会
創
立
七
十
五

周
年
記
念
式
典

の
開
催
に
向
け

て
特
設
委
員
会

を
設
け
て
準
備

を
行
い
、
支
部

長
、
学
科
代
表

者
か
ら
も
積
極

的
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
有

意
義
な
周
年
行
事
に
な
れ
ば
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
庭
昌
昭
研
究
科
長
様
か
ら
は
、
今
年
度
の

教
育
学
部
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
を
賜
り
ま
し

た
。
教
員
が
不
足
す
る
と
い
う
困
難
な
学
校
現

場
の
状
況
の
中
で
、
こ
の
四
月
か
ら
教
育
学
部
を

卒
業
し
た
学
生
の
教
職
へ
の
就
職
率
が
、
前
年
度

六
十
六
％
か
ら

七
十
七
％
ま
で

十
一
％
上
が
っ

た
と
い
う
よ

い
お
知
ら
せ
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
教
育
学
部

全
体
と
し
て
一

人
で
も
多
く
の

学
生
を
学
校
現

場
に
送
り
出
し

た
い
と
い
う
思

い
が
こ
の
数
字
に
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

教
職
大
学
院
と
し
て
は
、
定
員
二
十
名
の
と
こ

ろ
、
本
年
度
二
十
一
名
と
定
員
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
、
教
育
現
場
の
学
校
課
題
を
他
の
先
生
と
協

働
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
は
、
実

習
時
間
を
十
分
に
確
保
し
、
そ
の
中
で
見
付
け
た

課
題
を
多
く
の
人
と
か
か
わ
り
な
が
ら
実
践
を

ベ
ー
ス
に
し
た
研
究
に
ま
と
め
る
な
ど
、
日
々
奮

闘
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
最
後
に
、
同
窓
会
か

ら
の
様
々
な
支
援
に
対
し
て
の
感
謝
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
教
職
大
学
院
二
年
次
五
名
の
院
生
へ

奨
学
金
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
次
の

研
究
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
五
名
の

先
生
方
か
ら
、
一
年
次
研
究
内
容
の
概
要
が
報
告

さ
れ
、
今
後
の
研
究
に
向
け
て
力
強
い
決
意
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。五
名
の
院
生
の
内
容
は
、

今
年
度
の
教
育
新
報
の
中
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　　

評
議
会
で
は
、
令
和
六
年
度
の
会
務
報
告
、
決

算
報
告
が
あ
り
、
令
和
七
年
度
の
本
部
役
員
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
令
和
七
年
度
の
活
動

の
重
点
と
各
専
門
部
の
活
動
報
告
・
活
動
計
画
、

予
算
案
の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
の
活
動
の
重
点
（
一
部
抜
粋
）　
　
　
　
　
　

一　

「
同
窓
会
の
集
い
」
の
充
実

　

・
時
代
の
要
請
に
マ
ッ
チ
し
た
講
演
会
の
講
師　

　
　

の
選
定
、
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　

・
参
加
の
呼
び
か
け
を
強
化
し
、
懇
親
会
で
支　

　
　

部
、
学
科
組
織
の
懇
親
を
一
層
深
め
、
絆
強

　
　

化
の
よ
い
機
会
と
す
る
。

　

・
令
和
七
年
度
全
学
同
窓
会
設
立
二
十
周
年
事

　
　

業
の
運
営
、
令
和
九
年
度
教
育
学
部
同
窓
会

　
　

創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

　
　

準
備
を
進
め
る
。

二　

広
報
活
動
の
充
実

　

・
よ
り
親
し
ま
れ
、
読
み
応
え
の
あ
る
「
教
育

　
　

新
報
」
を
目
指
し
、
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　

・
会
員
相
互
の
情
報
提
供
及
び
情
報
交
換
の
場

　
　

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
層
の
活
用
・

　
　

充
実
を
図
る
。

三　

組
織
の
充
実
と
強
化

　

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
、
各
支
部
活
動
や
学

　
　

科
の
集
ま
り
、
同
期
の
会
な
ど
、
縦
と
横
の

　
　

つ
な
が
り
を
支
援
す
る
。

　

・
専
門
部
の
事
業
や
各
支
部
・
学
科
の
活
動
を

　
　

基
に
、
会
員
の
帰
属
意
識
の
向
上
を
図
る
。

四　

大
学
と
の
連
携

　

・
教
員
養
成
改
革
の
動
向
に
合
わ
せ
て
、
母
校

　
　

の
発
展
の
た
め
の
助
言
や
支
援
方
法
を
工
夫

　
　

す
る
。

　

・
教
育
実
践
学
研
究
科
へ
の
奨
学
事
業
の
継
続

　
　

と
同
科
の
発
展
の
た
め
の
支
援
を
推
進
す
る
。

　

・
学
生
へ
の
支
援
並
び
に
学
部
教
官
の
同
窓
会

　
　

活
動
へ
の
参
加
を
働
き
掛
け
る
。

五　

全
学
同
窓
会
と
の
連
携

　

・
全
学
同
窓
会
設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
の
計

　
　

画
・
準
備
を
進
め
る
。

　

・
全
学
同
窓
会
賛
助
会
員
や
新
潟
大
学
カ
ー
ド

　
　

の
周
知
を
図
る
。

		


（
広
報
部
長　

栗
田　

貫
）

臼杵会長あいさつ

大庭研究科長ご祝辞

奨学金の授与式

評
議
会
報
告
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防災教育の充実を図る地域連携を取り入れた
防災カリキュラムの策定
学校経営コース　猪爪　正樹（新潟市立早通小学校）

１　課題設定
　いつ起こるか分からない地震をはじめとする災害に
対する教育課程内の防災教育は、児童の現在と未来に
おいて生きる力を育む大切な機会となる。しかし、研
究実施校の防災教育が避難訓練前後の単発な指導で体
系化されているとは言えず、非常時に児童が自分の命
を守れるのかということに危機感をもち、防災教育の
カリキュラムの見直しと策定が必要であると考えた。

２　研究目的
　本研究の目的は、研究実施校の防災教育を改善する
ための防災カリキュラムを策定することである。特に、
研究実施校が児童に身に付けさせたい資質・能力の育
成のために防災教育の充実を図ることができるよう地
域連携を取り入れたカリキュラムを策定する。

３　令和６年度の成果
　a. 児童に身に付けさせたい資質・能力育成に向けた　
　　39 個のポイントの自校化。
　b. 各学年で教科横断的な学びを進めるための単元整　
　　理、新潟県防災カリキュラムの位置付け。

　c. 生活科・総合的な学習の時間への防災のサブ単元　　
　　設定等の変更を加えたカリキュラムの策定。
　d. カリキュラム実施のための教職員の学び（カリ　
　　キュラムマネジメントや防災に関する研修）の機　
　　会となる職員研修計画の作成と設定。
　e. 地域連携を進めるコミュニティー協議会との協議　
　　の場（合意形成を図りながらの連携の場）の設定。

４　令和７年度のこれまでの実践
　教育課程の軸を防災と設定し、身に付けさせたい資
質・能力の育成に向けて全職員で進めている。その取
組の１つとして、教職員の知識と対応力向上のための
防災研修や教科横断的な視点でのカリキュラムマネジ
メント研修を実施している。また、地域連携の大きな
取組として、児童、保護者、地域住民対象の防災教室
をコミュニティー協議会との共催で６月に開催した。

５　今後の方向性
　筆者が運営側として教職員や地域を巻き込みながら
取組を進める。その際、実践の省察を蓄積するととも
に、実践の有効性を児童と教職員、地域住民へのアン
ケート調査の変容から見取る。それらを踏まえ、次年
度以降も持続可能な防災カリキュラムを策定する。

　

令
和
七
年
六
月
十
四
日
（
土
）、
新
潟
教
育
会

館
を
会
場
に
、「
支
部
長
会
」「
学
科
代
表
会
」
を

合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
開
催
地
で
あ
る
新
潟
市
か
ら
離
れ
た

地
域
の
方
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
会
場
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
も
多
く
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
を
共
有
す
る
中

で
、
今
後
の
同
窓
会
活
動
の
在
り
方
や
令
和
九
年

度
の
「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立
七
十
五
周
年
記
念

式
典
・
記
念
祝
賀
会
」
を
盛
会
に
す
る
た
め
の
方

向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
、
学
科
代
表
者
か
ら
、
次
の
よ
う

な
報
告
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・
年
に
一
回
、「
学
科
の
集
い
」を
行
っ
て
い
る
が
、

　

あ
る
年
度
以
降
の
名
簿
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い

　

た
め
、
集
い
に
参
加
す
る
顔
ぶ
れ
が
変
わ
ら
な

　

い
。
「
創
立
七
十
五
周
年
」
を
機
に
、
大
学
と

　

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
更
新
作
業
を
進
め
て

　

い
き
た
い
。

・
研
究
室
が
統
合
さ
れ
て
以
来
、
以
前
の
よ
う
な

　

活
動
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
様
々
な

　

立
場
の
方
た
ち
と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が

　

ら
、
新
た
な
形
で
の
運
営
の
仕
方
を
考
え
て
い

　

き
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
前
は
「
集
い
」
を
行
っ
て
い
た
が
、

　

近
年
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
間
に
卒
業
生
の

　

把
握
が
で
き
な
く
な
り
、
大
学
の
先
生
も
退
官

　

さ
れ
た
。
大
学
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た

　

め
に
、
窓
口
と
な
る
先
生
を
決
め
て
い
た
だ
き

　

た
い
。

・
自
分
た
ち
の
学
科
は
、
既
に
教
育
学
部
に
存
在

　

し
て
い
な
い
た
め
、
現
役
の
学
生
を
直
接
支
援

　

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
学
科
の
存
在
意
義
が

　

問
わ
れ
る
中
で
、
新
た
な
活
動
を
計
画
す
る
こ

　

と
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
支
部
長
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
報
告
や

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

・
支
部
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
え
ば
よ
い

　

も
の
か
分
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
。
名
簿
も
半
数

　

の
学
校
か
ら
は
提
出
さ
れ
ず
、
会
費
の
納
入
率

　

も
上
が
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
中
学
校
で
は
小

　

学
校
に
比
べ
て
、
同
窓
会
活
動
へ
の
協
力
を
得

　

る
こ
と
が
難
し
い
。

・
支
部
は
広
域
で
あ
る
た
め
、
参
集
し
て
顔
の
見

　

え
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
。
同
窓
生
が

　

ど
こ
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る

　

こ
と
が
難
し
く
、
口
コ
ミ
を
頼
り
に
少
し
ず

　

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で

　

あ
る
。
せ
め
て
支
部
長
が
誰
で
あ
る
か
を

　

知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
支
部
長
に
な
っ
た

　

こ
と
を
伝
え
る
文
書
を
作
成
し
各
校
に
配
付
し

　

た
。

　

意
見
交
換
を
通
し
て
、
同
窓
会
活
動
を
進
め
て

い
く
上
で
の
課
題
が

改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
る
と
と
も
に
、
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た

み
な
さ
ん
一
人
一
人

が
、
同
窓
会
活
動
を

推
進
す
る
立
場
と
し

て
、「
同
窓
会
創
立

七
十
五
周
年
」
を
機

に
、
同
窓
生
同
士
の

つ
な
が
り
を
再
構
築

し
た
い
と
願
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
活
動
を
支
え
る
の
は
、
自

分
た
ち
が
卒
業
し
た
新
潟
大
学
教
育
学
部
へ
の
誇

り
と
愛
着
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
多
く
の
同
窓
生

と
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
と
て
も
有
意
義
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
さ
ら
に
多
く
の
支
部
長
・
学
科
代

表
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
組
織
部
長 

古
井
丸　

裕
三
）

「
支
部
長
会
」「
学
科
代
表
会
」
の
報
告

「
支
部
長
会
」「
学
科
代
表
会
」
の
報
告
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若手教員の育成を通して学校の教育力が高まる
　　　　　　「初任段階教員育成システム」の構築
学校経営コース　山﨑　翔泰（阿賀野市立水原小学校）

１　テーマ設定の背景

　ベテラン教員大量退職と若手教員急増により、学校

の教育力維持と育成機能の低下が課題になっているた

め、若手と中堅・ベテラン教員が共に学び合い成長で

きる校内体制の必要性から本研究テーマを設定した。

２　研究の目的

　初任段階教員の学習ニーズを把握し、協働的な学び

を促進する「初任段階教員育成システム」の基本構想

を構築することを目的とする。

３　令和６年度の研究の実際

　初任段階教員８名と学年主任７名への調査から、や

りがいと課題感の混在、支援のニーズ（授業づくり・

学級経営・保護者対応など）、職場環境の雰囲気、校

内体制の未整備による育成機能の阻害要因が課題とし

て指摘された。

４　初任段階教員育成システムの基本構想

　中教審答申第 185 号 (H27.12.21) の提言と現場の

実態をもとに、①チーム体制の構築、②マネジメント

はじめに

　本研究は、小規模小学校における異学年教科担任制

（教科交換と定期的な打ち合わせ）が生徒指導上の課

題を抱える児童の行動変容にどのような効果をもたら

すかを検証することを目的とした。理論的背景として、

教員間の協働と専門性共有による児童理解の深化を目

指すチーム担任制の考え方と、特定の行動の生起を制

御するための先行事象操作に焦点を当てた応用行動分

析学の知見を取り入れた。

研究方法

　介入として、A 教諭と B 教諭間で 3 年生の音楽と

4 年生の図工の一部教科担当を交換する異学年教科交

換授業を実施した。また、両教諭と研究者（筆者）は、

毎週木曜日の放課後に約 20 分間の定期的な打ち合わ

せを行った。児童の授業中の様子の評価測定は、行動

観察によって行った。対象教科は国語、算数、理科、

社会、図工、音楽とした。観察は 2 つの段階で行い、

前半（10 月 8 日〜 10 月 17 日）は機能的アセスメン

トのため標的行動を限定せず、後半（10 月 22 日以降、

ベースライン期と介入期）は機能的アセスメントの結

果に基づき設定した標的行動の出現回数を記録した。

研究結果

　実践研究の結果、抽出児である児童 C と児童 D と

もに、介入期において 1 授業あたりの標的行動の平

均生起数がベースライン期と比較して減少したことが

示された。教員へのインタビュー結果からは、チーム

担任制と定期的な打ち合わせが様々な効果をもたらす

ことが示唆された。B 教諭は、A 教諭が図工を担当す

ることで、児童への専門的な視点からの働きかけが増

え、児童の技術的な向上への意欲が高まったと感じて

いる。教員間の定期的な打ち合わせについて、A 教諭、

B 教諭ともに、同じ目線で話せる相手がいることが精

神的な負担軽減につながったと述べた。

考察

　本研究から、小規模小学校における異学年教科担任

制の導入と定期的な打ち合わせの継続は、授業中に課

題への集中が困難な児童の標的行動を減少させる上

で、一定の効果をもたらす可能性が示唆された。しか

し、その効果はすべての教科で一様ではなく、児童 C

において算数で明確な減少が見られた一方で、国語で

はその傾向が弱かった。また、定期的な打ち合わせを

通じて教員の児童理解が進み、働きかけが変化したこ

とも、標的行動の減少に影響を与えたことは否定でき

ない。 

機能の強化、③学びの環境整備の３視点で基本構想を

設計した。学校組織として初任段階教員を育成するビ

ジョン「目指す資質・能力」を定めた（図１）

　

　育成システムを機能させるために、これまで明らか

になった要素を踏まえ、システム運営の４本柱を策案

した。

【柱①】キャリア形成の支援

【柱②】組織への適応とコミュニティ形成

【柱③】教員意識の醸成（メンタリング等）

【柱④】基礎力・専門性の向上（OJT から OJL へ）

５　２年次における取組

　育成システムを教務主任の立場で具現化し、研修の

具体化と協働体制の整備を進める。令和７年度は「実

装・運用方針の確立」を目指す。

図１　若手教員育成ビジョン「目指す資質・能力」図１　若手教員育成ビジョン「目指す資質・能力」

小規模小学校におけるチーム担任制が課題への集中
に困難のある児童の指導に及ぼす効果
教育実践コース　草野　大樹（長岡市立上通小学校）
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令
和
７
年
度

　専
門
部
活
動
計
画

一　

基
本
方
針

◯
同
窓
会
の
活
動
や
会
員
の
声
、
大
学
の　

　

状
況
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、　

　

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
紙
面
づ
く
り
を

　

目
指
す
こ
と
で
、
役
に
立
ち
、
取
っ
て
お

　

き
た
く
な
る
広
報
誌
を
目
指
す
。

◯
大
学
の
取
組
等
に
焦
点
を
当
て
て
広
報
活

　

動
す
る
こ
と
で
大
学
と
同
窓
会
の
連
携
を

　

推
進
す
る
。

◯
年
間
二
回
、
四
色
刷
り
カ
ラ
ー
印
刷
を
継

　

続
し
て
発
行
す
る
。

二　

活
動
内
容

    

「
教
育
新
報
」
年
間
二
回
発
行

◯
第
一
八
九
号(

七
月
二
十
日
発
行
予
定)

　

巻
頭
言
、
令
和
七
年
度
専
門
部
活
動
計
画
、

　

同
窓
会
本
部
役
員
・
支
部
長
・
学
科
代
表

　

一
覧
、
令
和
六
年
度
決
算
報
告
、
令
和
七

　

年
度
予
算
、
大
学
コ
ー
ナ
ー
、
教
職
大
学

　

院
実
践
報
告
、
花
鳥
風
月
等

◯
第
一
九
〇
号(

二
月
二
十
日
発
行
予
定)

   

巻
頭
言
、
花
鳥
風
月
、「
同
窓
生
の
集
い
」　
　

　

報
告
、
学
科
や
支
部
の
活
動
紹
介
、
学
校

　

紹
介
、（
小
・
中
・
特
支
学
校
）、
会
員
の

　

広
場
等

一　

研
修
部
活
動
計
画

　

研
修
部
で
は
、
同
窓
生
が
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
自
己
の
人
間
的
な
資
質
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
本
年
度
事
業
を
以
下
の
よ
う

に
計
画
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

二　

事
業
内
容

「
第
五
十
回　

同
窓
生
の
集
い
」

・
期　

日　

令
和
七
年
九
月
二
十
日
（
土
）

・
会　

場　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅
前

　
　
　
　
　

新
潟
駅
南
口
直
結

・
講
演
会　

午
後
三
時
十
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
四
時
四
十
五
分

・
演　

題　

「
特
別
支
援
教
育
の
現
在
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
去
、
未
来
」

・
講　

師　

有
川　

宏
幸　

様

　
　
　
　
　

新
潟
大
学
教
育
学
部
副
学
部
長

・
懇
親
会　

午
後
五
時
～
午
後
七
時

　

申
込
等
詳
細
は
十
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

一　

基
本
方
針

（
一
）
支
部
長
や
学
科
代
表
者
と
の
連
携
を

　
　
　

図
り
な
が
ら
、
教
育
現
場
を
中
心
に

　
　
　

活
躍
す
る
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を

　
　
　

維
持
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会

　
　
　

員
と
し
て
の
所
属
意
識
を
高
め
る
。

（
二
）「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立
七
十
五
周

　
　
　

年
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
」
の
開

　
　
　

催
に
向
け
て
、「
同
窓
生
の
集
い
」

　
　
　

な
ど
の
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

　
　
　

促
し
、
気
運
の
醸
成
を
図
る
。

二　

活
動
内
容

（
一
）「
支
部
長
会
」
の
開
催　

六
月

（
二
）「
学
科
代
表
者
会
」
の
開
催　

六
月

（
三
）「
同
窓
生
の
集
い
」（
研
修
部
事
業
）

　
　
　

へ
の
参
加
促
進　

九
月

（
四
）「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立
七
十
五
周　

　
　
　

年
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
」
の
開

　
　
　

催
に
向
け
て
の
取
組
（
実
行
委
員
会

　
　
　

の
方
針
に
基
づ
く
活
動
）

三　

そ
の
他

　

・
よ
り
多
く
の
支
部
や
学
科
で
「
集
い
」

　
　

な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
組

　
　

織
づ
く
り
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
情

　
　

報
共
有
や
活
動
を
支
援
す
る
。

広
報
部

広
報
部

       
       

　　  

部
長
部
長
　
栗
田
　
　
貫

　
栗
田
　
　
貫

研
修
部

研
修
部

       
       　　

部
長
部
長
　
坂
内
　
　
徹

　
坂
内
　
　
徹

組
織
部

組
織
部

        
        

部
長
部
長
　
古
井
丸
　
裕
三

　
古
井
丸
　
裕
三

交
流
部

交
流
部

       
       　　

部
長
部
長
　
諸
橋
　
　
智

　
諸
橋
　
　
智

一　

基
本
方
針

　

大
学
（
大
学
院
）
と
同
窓
会
役
員
や
会
員

（
現
役
学
生
）
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
促
進
を
図

る
。

二　

活
動
計
画

（
一
）
新
潟
大
学
教
育
学
部
並
び
に
教
育
実 

　
　
　

践
学
研
究
科
教
職
員
と
の
懇
談
会
・　
　

　
　
　

懇
親
会

　

学
部
、
教
育
実
践
学
研
究
科
の
現
状
や
取

組
、
卒
業
・
修
了
生
の
現
状
、
同
窓
会
活
動

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
す
る
。

①
日
時　

令
和
八
年
一
月
二
十
二
日
（
木
）

②
会
場　

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟

（
二
）
同
窓
生
の
集
い

・
研
修
部
と
の
共
同
開
催

・
組
織
部
は
懇
親
会
を
担
当

三　

そ
の
他

（
一
）
「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立
七
十
五
周

　
　
　

年
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
」
の
開　

　
　
　

催
協
力

（
二
）
各
種
教
育
関
係
機
関
や
他
団
体
と
の

　
　
　

連
携
促
進
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役　職   氏　名 支　部 校名など

会　長 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

副会長

　小林由希恵 新 潟 西 新通つばさ小学校

　中野　隆一☆ 新 発 田 住吉小学校

　糀谷　正夫 長 岡 西 大島小学校

　灰野　　仁☆ 新潟西蒲 高志中等教育学校

事務局
　杉山　和敏

新 潟 西 教育学部同窓会事務局
　長島　　裕☆

専　　　

門　　　

部

研修部

◎坂内　　徹 新 潟 東 下山小学校

○小泉　慎子 新 潟 東 東特別支援学校

　志田江利子 新 潟 南 庄瀬小学校

　長谷川大雅☆ 新 潟 北 早通中学校

広報部

◎栗田　　貫 新 潟 東 桃山小学校

○音田　和行 新潟江南 横越小学校

　小林　　肇☆ 新 潟 北 太夫浜小学校

　若月　利春 新 潟 西 五十嵐小学校

　髙橋　新一 新 潟 北 木崎小学校

　山本　桜平 新 潟 西 小針小学校

組織部

◎古井丸裕三 新潟西蒲 曽根小学校

○平田　伸一 新 潟 北 松浜小学校

　樋口　大輔 新潟中央 浜浦小学校

　加藤　雅晃 新 潟 北 松浜小学校

学科名 学科代表 校名など　

1 国 　 語 三村　孝志 自宅

2 地 　 理 篠木　　格 上所小学校

3 歴 史 研 究 室 佐藤　昌寿☆ 葛塚東小学校

4 経 　 済 小庄司一泰 新潟市教育委員会学校支援課

5 哲 　 倫　清野　真輝 新津第二小学校

6 社 　 会 土田　宏美 日吉小学校

7 算 数 ・ 数 学 小泉　浩彰 上山中学校

8 物 　 理 茂呂　良彦 自宅

9 化 　 学 羽鳥　益実 下川西小学校

10 生 　 物 八百板恵理子 潟東小学校

11 地 　 学 横山　雅史 神林中学校

12 英 　 語 𣘺本　敏郎 高田高等学校

13 音 　 楽 桜井　直美☆ 新潟市総合教育センター

14 美 　 術 永井　高志 新潟市こども創造センター

15 保 健 体 育 栗田　　貫 桃山小学校

16 家 庭 [ 萌 木 会 ] 太田　優子☆ 新潟県立大学

17 職 業 指 導 松村　明彦 自宅

18 教 　 育 山岸　真夫　 自宅

19 教 育 心 理 岡田　義則 東特別支援学校

20 技 　 術 倉島　陽介 光晴中学校

21 特 別 支 援 教 育 参宮　美樹 附属特別支援学校

22 養 教 特 別 別 科 柴野　理恵☆ 自宅

23 幼 児 教 育 近藤　和徳 新潟市教育委員会教育総務課

24 学社ネットワーク 小柳加奈子 自宅

25 生 活 科 学 遠山麻依子 光晴中学校

26 生 活 シ ス テ ム 大森　　山 春日中学校

27 健 康 ス ポ ー ツ 大口　良平 新井小学校

28 書 　 道 岡村　　浩 新潟大学経済科学部

地　域 支　部 支部長 校名など

上　越 1 上    越 鹿目　功二 ひすいの里総合学校

中
　
　
越

2 長 岡 東 平野　秀穂☆ 中越教育事務所

3 長 岡 西 相澤　勇弥☆ 青葉台小学校

4 三 　 条 佐藤　貴紀 大浦小学校

5 柏 崎・ 刈 羽 加藤美奈子☆ 日吉小学校

6 小 千 谷 高橋　　豊 総合支援学校

7 加 　 茂 荒井　　純☆ 須田小学校

8 十 日 町・ 津 南 南雲　恵子 南中学校

9 見 　 附 川上　節夫☆ 見附小学校

10 燕 坂内　克明 燕西小学校

11 魚 　 沼 吉田　卓司☆ 須原小学校

12 南 魚 沼 桑原　洋文 城内小学校

13 弥 　 彦 * *

14 田 　 上 杉山　一郎☆ 田上小学校

15 湯 　 沢 阿部　隼英 湯沢中学校

16 出 雲 崎 * *

下
　
　
越

17 新 潟 北 竹島　克也☆ 木崎小学校

18 新 潟 東 松島慎一郎☆ 中野山小学校

19 新 潟 中 央 風間　弘子 紫竹山小学校

20 新 潟 江 南 金　　洋輔☆ 東曽野木小学校

21 新 潟 秋 葉 飯田　　厚☆ 荻川小学校

22 新 潟 南 齋藤　潤次☆ 根岸小学校

23 新 潟 西 林　なおみ 黒埼南小学校

24 新 潟 西 蒲 村上　大樹☆ 中之口西小学校

25 新 発 田 関川　紀博 七葉小学校

26 村 　 上 仙田　　満☆ 村上小学校

27 五 　 泉 若狭　陽一 五泉南小学校

28 阿 賀 野 石塚　晃一☆ 安田中学校

29 胎 　 内 山沢　正仁 胎内小学校

30 聖 　 籠 臼井　政之☆ 山倉小学校

31 阿 　 賀 国本　　力 阿賀津川中学校

32 関 　 川 金子　　浩 関川中学校

33 粟 島 浦 近　　和真☆ 粟島浦小学校

佐　渡 34 佐 　 渡 福井　晴人☆ 畑野中学校

役　職   氏　名 支　部 校名など

専
門
部

交流部

◎諸橋　　智 新潟中央 日和山小学校

○藤塚　静治 新潟中央 新潟市教育相談センター

　永井　高志 新潟中央 新潟市こども創造センター

   古川　智子 新潟中央 女池小学校

　藤田　　凌 長 岡 西 青葉台小学校

監　事

　石塚　智久 新潟中央 新潟市教育委員会総務課

　川又　由香 新 潟 北 岡方第一小学校

　牧野淡紅恵 新 潟 東 下山中学校

顧
　
　
問

　中川　幸次 県 外 自宅

　大関　雄策 新潟中央 自宅

　磯辺　浩昭 新 発 田 自宅

　藤井　保男 新 潟 東 自宅

　斎藤寿一郎 新 潟 東 自宅

　佐藤　重勝 新潟秋葉 自宅

　安達　  徹 新潟秋葉 自宅

新
潟
大
学
全
学
同
窓
会

理　事 　臼杵　勇人 新 潟 東 自宅

運営委員

　山下あい子 新潟西蒲 自宅

　笛木　晶子☆ 新潟西蒲 自宅

　松井　裕美 新 潟 南 南区教育相談室

　岡村　　浩 大 学 新潟大学経済科学部

７

７ ７
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令和７年７月20日

項　　目 R ６年度収入額 R ６年度予算額 比　較 摘　　要

1 繰 入 金 7,150,000 7,000,000 150,000 総合会計から繰入れ（前年度残金から）

2 雑 収 入 156,553 0 156,553 利息　懇親会費徴収分等

合　　計 7,306,553 7,000,000 306,553

項　　目 R ６年度執行額 R ６年度予算額 残　額 摘　　要

１ 会 議 費 33,993 40,000 ▲ 6,007 会計監査・第１・２回本部会・評議会経費等

２ 旅 費 122,710 120,000 2,710 会計監査、本部会、評議会、特設委（項目の部開催の旅費は各部での執行とする）

３ 助 成 費 189,190 200,000 ▲ 10,810 学科助成、支部助成、同期の会助成

４ 事 務 局 費 1,821,003 1,400,000 421,003
消耗費、電話代、光熱費、封筒印刷代、印刷紙代、機器更新、通信費等、
パンフ№ 14

５ 研 修 費 316,635 380,000 ▲ 63,365 同窓生の集い企画運営費・旅費

６ 広 報 費 541,800 600,000 ▲ 58,200 機関紙発行２回、執筆謝礼

７ 組 織 費 20,000 20,000 0 組織部会経費

８ 交 流 費 341,385 300,000 41,385 交流会企画運営費・旅費、カミングホームデイ企画運営費・旅費等

９ 大学・学生支援費 620,275 630,000 ▲ 9,725 研究会助成、学生支援、附属校研究発表会祝儀　卒業祝賀会助成

10 奨 学 金 750,000 750,000 0 大学院教育実践学研究科現職院生奨学金（５× 150000）

11 全 学 同 窓 会 費 533,510 510,000 23,510 全学同窓会負担金、全学役員旅費、全学交流会懇親会補助

12 人   件   費 1,800,000 1,800,000 0 事務局報酬２名

13 そ の 他 予 備 費 110,000 250,000 ▲ 140,000 全学教職支援センター助成金、新潟教育会助成金、新大祭、特設委員会旅費等

合      計 7,200,501 7,000,000 200,501

項　　目 R ６年度収入額 R ６年度予算額 比　較 摘　　要

１ 繰    越    金 28,677,662 28,678,542 ▲ 880 前年度繰越金（第四北越総合口座前年度末残金）

２ 学 校 会 員 会 費 1,502,971 1,700,000 ▲ 197,029 会費 - 振込手数料 - 振込料（880）

３ 個 人 会 員 会 費 81,081 100,000 ▲ 18,919 会費 - 振込手数料

４ 永 年 会 員 会 費 4,170,612 4,000,000 170,612 会費 - 振込手数料（880）- 印字手数料（1720）

５ 一 般 会 計 繰 入 金　 106,052 0 106,052 一般会計への繰出金に残金がでたので、総合口座に戻した額

６ 雑  収  入 ①　 1,889 0 1,889 一般口座利息

7 雑  収  入 ② 11,365 0 11,365 一般口座利息

8 雑  収  入 ③ 85 0 85 銀行定期利息など

合　　計 34,551,717 34,478,542 73,175

項　　目 R ６年度執行額 R ６年度予算額 比　較 摘　　要

１ 一 般 会 計 繰 出 金 7,150,000 7,000,000 150,000 令和７年度当座金として、一般会計口座へ

合　　計 7,150,000 7,000,000 150,000

１　収入の部

１　収入の部

２　支出の部

２　支出の部

３　残高の部　　　　  7,306,553 － 7,200,501 ＝ 106,052 円　　＊残金は年度末総合口座に繰り入れます。

３　残高の部　　　　  34,551,717 － 7,150,000 ＝ 27,401,717 円　　＊残金は、令和７年度第四北越総合会計に繰り越します。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
昨
年
度
の
七
月
以
降
）

◎
学
部
を
去
ら
れ
た
先
生

教　

授　
　
　
　

照
彦
（
英
語
科
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

教　

授　

飯
野
由
香
利
（
家
庭
科
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

教　

授　

藤
林　

紀
枝
（
理
科
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

教　

授　

松
井　

賢
二
（
教
育
心
理
学
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

教　

授　

張
間　

忠
人
（
数
学
科
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
退
職

准
教
授　

岡
村　

仁
一
（
英
語
科
）　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

准
教
授　

塩
原　

佳
典
（
学
校
教
育
学
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
退
職

特
任
教
授　

村
川　

孝
子
（
教
職
指
導
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
任
期
満
了
退
職

特
任
教
授　

高
橋　

恒
彦
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
任
期
満
了
退
職

教　

授　

高
木　

幸
子
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
定
年
退
職

准
教
授　

佐
藤　

大
介
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
　
任
期
満
了
退
職

准
教
授　

酒
井　
　

悟
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
三
月
三
十
日
　
　
任
期
満
了
退
職

准
教
授　

田
代　
　

孝
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
三
月
三
十
日
　
　
任
期
満
了
退
職

◎
新
し
く
お
い
で
に
な
っ
た
先
生

講　

師　

伊
東　

良
純
（
数
学
科
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

准
教
授　

瀧
井　

美
緒
（
教
育
心
理
学
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

講　

師　

山
本　

詩
織
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

准
教
授　

高
見　
　

潤
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

准
教
授　

富
田　

一
志
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

准
教
授　

八
藤
後
和
男
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

特
任
教
授　

吉
田　
　

隆
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
採
用

◎
昇
任
さ
れ
た
先
生

教　

授　

山
口　

智
子
（
家
庭
科
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
一
月
一
日
　
　
昇
任

教　

授　

田
中　

恒
彦
（
教
育
心
理
学
）

　
　
　
　
　
令
和
七
年
四
月
一
日
　
　
昇
任

教　

授　

阿
部　

好
貴
（
教
職
大
学
院
）

　
　
　
　
　

令
和
七
年
六
月
一
日
　
　
昇
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

6

6

( ▲は残額）

（▲は予算に対して減）

大

学

教

官

の

異

動



（8）

令和７年７月20日教育新報  第189号

項　　目 R ７年度予算額 R ６年度予算額 増　  　減 摘　　要

1 繰 入 金 7,000,000 7,000,000 0 総合会計から繰入れ

2 雑 収 入 0 0 0

合　　計 7,000,000 7,000,000 0

項　　目 R ７年度予算額 R ６年度予算額 増　  　減 摘　　要

１ 会 　 議 　 費 40,000 40,000 0 本部会、評議会、会計監査会等の会場費、お茶代

２ 旅 　  費 120,000 120,000 0 本部会、評議会、監査会旅費

３ 助   成   費 200,000 200,000 0 学科助成、支部助成、同期の会助成、学科の集い助成

４ 事 務 局 費 1,600,000 1,400,000 200,000 郵送料、電話・光熱費、印刷代、消耗品等

５ 研   修   費 380,000 380,000 0 集い企画運営費等（会場費、講師謝礼、参加助成等）

６ 広   報   費 600,000 600,000 0 機関紙「教育新報」発行代、同窓会パンフ作成代

７ 組 　 織   費 20,000 20,000 0 運営諸経費

８ 交   流   費 200,000 300,000 ▲ 100,000 交流会企画運営費

９ 大学・学生支援費 630,000 630,000 0 卒業論文発表会助成、卒業制作発表会助成、卒業祝賀会助成等

10 奨 学 金 750,000 750,000 0 奨学生５名

11 全 学 同 窓 会 費 530,000 510,000 20,000 負担金、全学理事会・運営委員会旅費等

12 人   件   費 1,800,000 1,800,000 0 事務局報酬２名

13 そ の 他 予 備 費 130,000 250,000 ▲ 120,000 全学教職支援センター助成、新潟教育会館助成等

合      計 7,000,000 7,000,000 0

項　　目 R ７年度予算額 R ６年度予算額 増　  　減 摘　　要

１ 繰    越    金 27,401,717 28,678,542 ▲ 1,276,825 前年度繰越金（第四北越銀行総合口座前年度末残金）

２ 学 校 会 員 会 費 1,500,000 1,700,000 ▲ 200,000 会費　- 振込手数料

３ 個 人 会 員 会 費 80,000 100,000 ▲ 20,000 会費　- 振込手数料

４ 永 年 会 員 会 費 3,700,000 4,000,000 ▲ 300,000 会費　- 振込手数料

５ 繰    入    金　 0 0 0 ＊一般会計への繰出金に残金が出た場合、年度末に繰入

６ 雑    収    入 0 0 0 銀行利息など

合　　計 32,681,717 34,478,542 ▲ 1,796,825

項　　目 R ７年度予算額 R ６年度予算額 増　  　減 摘　　要

１ 一 般 会 計 繰 出 金 7,000,000 7,000,000 0

合　　計 7,000,000 7,000,000 0

１　収入の部

１　収入の部

２　支出の部

２　支出の部

□
「
評
議
会
」
の
報
告

　

令
和
七
年
度
の
「
評
議
会
」
を
六
月

十
四
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
よ
り
多
く
の
評
議
員
の
方
々
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ズ
ー
ム
配

信
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に

資
料
を
配
付
す
る
こ
と
も
で
き
、
充
実
し

た
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
現
地
で
の
参
加
及
び
ズ
ー
ム
で
参

加
く
だ
さ
っ
た
支
部
長
・
学
科
代
表
の
皆

さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
県
か
ら
集

ま
ら
れ
た
支
部
長
・
学
科
代
表
（
評
議
員
）

の
皆
さ
ん
の
話
合
い
を
通
し
て
、
す
べ
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
あ
と
の
「
支
部
長
・
学
科

代
表
者
会
」
に
お
き
ま
し
て
も
、
令
和
九

年
度
の「
教
育
学
部
同
窓
会
創
立
75
周
年
」

を
契
機
に
同
窓
会
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂

げ
る
た
め
に
は
、
各
支
部
や
学
科
の
存
在

が
重
要
に
な
る
と
の
認
識
で
意
見
を
交
流

し
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
を
聞
い
て
い

て
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
本
部
役
員
と

支
部
長
・
学
科
代
表
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
、
今
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
令
和
九
年
度
の
創
立
75
周
年

で
は
、
ま
た
新
し
い
同
窓
会
の
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
っ
て
同

窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

7
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( ▲は、前年度比較減）

( ▲は、前年度比較減）
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新
潟
大
学
全
学
教
職
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

新
潟
大
学
教
育
基
盤
機
構
　
全
学
教
職
セ
ン
タ
ー
　
　
客
員
教
授

熊
倉
　
達
也

　

新
潟
大
学
全
学
教
職
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

二
十
一
年
十
月
一
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
学
生
が
教
職
課
程
を
履
修
し
て
教
員

免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と
と
共
に
、
教
員
と

し
て
就
職
し
活
躍
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
二
つ
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。

「
教
職
課
程
支
援
部
門
」

　

教
員
を
目
指
す
全
学
部
の
学
生
が
対
象
で

す
。
教
職
科
目
の
開
設
、
教
育
実
習
や
介
護

等
体
験
の
計
画
と
運
営
管
理
、
教
育
職
員
免

許
状
取
得
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
、
さ
ら

に
教
員
採
用
に
向
け
た
活
動
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
学
校
教
員
研
修
支
援
部
門
」

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
等
の
教
員

が
対
象
で
す
。
理
論
と
実
践
を
統
合
さ
せ
た

研
修
や
認
定
講
習
を
行
い
、
教
員
と
し
て
の

資
質
能
力
の
開
発
や
実
践
的
指
導
力
の
養
成

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
は
「
免
許

状
更
新
講
習
」
の
実
施
が
大
き
な
柱
で
し
た

が
、
制
度
が
終
了
し
た
現
在
は
、
現
職
教
員

の
新
た
な
研
修
制
度
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

の
提
供
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　

こ
こ
か
ら
は
、
教
員
を
目
指
し
て
採
用
試

験
を
受
検
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
生
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
担
当
し
て

い
る
の
は
、
新
潟
県
内
で
校
長
を
経
験
し
た

三
名
の
客
員
教
員
・
特
任
教
員
で
す
。

①
「
教
職
理
解
特
別
講
座
」

　

教
員
と
し
て
必
要
な
「
教
育
観
」
の
構
築

と
意
欲
の
醸
成
、
採
用
試
験
の
概
要
理
解
と

出
願
準
備
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
の
内
容

理
解
、
筆
記
検
査
及
び
面
接
検
査
の
具
体
的

対
応
等
に
つ
い
て
指
導
し
ま
す
。

　

前
期
は
主
に
四
年
生
を
対
象
に
「
応
用

コ
ー
ス
」
と
し
て
十
回
【
別
表
参
照
】、
後

期
は
翌
年
の
受
検
予
定
者
を
対
象
に
「
基
礎

コ
ー
ス
」
と
し
て
十
一
回
程
度
開
講
し
て
い

ま
す
。　
　
　

　

採
用
試
験
に
臨
む
際
、
最
も
大
切
な
の
は

学
生
自
身
の
中
に
「
ぶ
れ
な
い
軸
」
が
で
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
教
員
を
目
指
す
の

か
、
教
職
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の

か
、
教
師
に
な
っ
た
ら
何
を
実
践
し
た
い
の

か
…
。
講
義
と
と
と
も
に
実
践
的
な
演
習
を

重
視
し
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」
の
練
習
も
ふ
ん
だ
ん
に
行
っ
て

い
ま
す
。　

②
「
教
職
相
談
」

　

も
う
一
つ
の
柱
が
個
別
の
教
職
相
談
で
す
。

一
コ
マ
一
時
間
の
中
で
、
個
別
の
相
談
や
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
進
路
相
談
：
教
職
や
採
用
に
関
す
る
情

　

報
、
各
自
の
進
路
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
面
接
指
導
：
採
用
試
験
に
向
け
た
個
人
面　

　

接
、
集
団
面
接
、
模
擬
授
業
等
の
指
導

・
小
論
文
：
論
述
問
題
の
添
削
指
導

・
書
類
作
成
：
採
用
試
験
の
出
願
書
類
（
自

　

己
申
告
シ
ー
ト
等
）、
指
導
案
等
の
支
援

　

こ
れ
ら
の
支
援
を
学
生
一
人
一
人
に
合
わ

せ
て
、
き
め
細
か
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
全
学
部
の
学
生
が

対
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
の
八
割
以

上
は
教
育
学
部
お
よ
び
養
護
教
諭
特
別
別
科

の
学
生
で
す
。
必
然
的
に
教
育
学
部
と
連
携

を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
教
育
委
員
会
に
よ
る
採
用
選

考
検
査
説
明
・
相
談
会
」
に
関
し
て
は
、
当

セ
ン
タ
ー
と
教
育
学
部
と
の
「
共
催
」
の
形

を
取
っ
て
い
ま
す
。
教
育
学
部
生
は
も
と
よ

り
、
理
学
部
や
人
文
学
部
な
ど
の
学
生
も
多

数
参
加
し
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
、
新

潟
県
・
新
潟
市
教
育
委
員
会
に
加
え
て
、
群

馬
県
、
川
崎
市
、
富
山
県
、
石
川
県
の
教
育

委
員
会
か
ら
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
と
り
わ
け
教
育
学
部
の
教
職
指
導

担
当
者
と
は
、
対
象
学
生
が
重
な
る
こ
と
か

ら
緊
密
に
連
携
し
て
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
な
り
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、
採

用
試
験
の
早
期
化
・
複
線
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
三
年
生
も
受
検
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
学
生
の
意
識
も
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
に

は
学
校
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る
教
育
活
動
の

実
際
や
児
童
生
徒
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
理

解
す
る
と
と
も
に
、
教
職
に
対
す
る
自
分
な

り
の
確
か
な
考
え
を
持
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
員
と
い
う
仕
事
に

情
熱
と
希
望
を
抱
い
て
教
育
現
場
に
飛
び
込

み
、
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
の
優
秀
な
教
員
の
養
成
、
そ
し
て
学

生
一
人
一
人
の
進
路
実
現
の
た
め
に
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
「
的
確
」
か
つ
「
熱
」
の
入
っ

た
支
援
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
令
和
七
年
度　

教
職
理
解
特
別
講
座
・
応
用
コ
ー
ス
】
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日時 
令和７年 9 月 20 日（土） 
１５︓００より 
（１４︓３０受付開始） 

講師 
新潟大学教育学部 副学部長 
新潟大学教育基盤機構 全学教職センター長 
有川 宏幸 氏 

 
千葉県生まれ。公認心理師、臨床発達心理士。筑波大学大学院修

了後 1995年 4月より発達相談員として大阪府岸和田市保育課、同
保健センター勤務。乳幼児健診等における障害のある乳幼児の発見とそ
の後の保護者対応、心理面のフォロー、療育・保育等における特性に応じ
た関わり等の相談など幅広い業務に携わる。2006年 10月より現職。 
著書『教師のための保護者と創る学校「交渉術」読本』(学苑社)、『教

室の中の自閉スペクトラム症』(明治図書)、『教室の中の応用行動分析
学』(明治図書)、『発達が気になる乳・幼児のこころ育て、ことば育て』(ジ
アース教育新社)、『障害児保育』（分担執筆、建帛社）、DVD『DVD
で学ぶ応用行動分析学入門』（監修、中島映像教材出版）など 
貴重な講演の機会です。皆様のお越しをお待ちしております。 
 

場所 
アートホテル新潟 

〒950-0911 新潟県新潟市中央区笹口 1-1 
TEL.025-240-2111 

申し込み＆問い合わせ先 
新潟大学同窓会事務局 

TEL＆FAX 025－263-6760 
MAIL   dousou@ed.niigata-u.ac.jp   

※火曜から金曜までの12:45から16:45の間にお願いいたします。

日程 
受付 14:30～ 
開会式 
15:00～15:15 
講演会 
 15:15～16:45 
懇親会 
 17:00～19:00 
 
 

入場料 
  無料 
 

懇親会 
新潟大学教育学部

の卒業生の方は，是非
懇親会にもご参加くださ
い。参加を希望される方
は８月 29日までにご
連絡ください。参加費は
7,000円です。 
(同窓生には一部補助
をします。) 
 

主催 
 新潟大学教育学部
同窓会 

 
後援 
新潟市教育委員会 
（申請中） 
 

第 50 回 同窓生の集い 

講演会 
【演題】 
特別支援教育の 
現在、過去、未来 
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